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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成21年9月10日(2009.9.10)

【公開番号】特開2007-280927(P2007-280927A)
【公開日】平成19年10月25日(2007.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2007-041
【出願番号】特願2006-316178(P2006-316178)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   8/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｌ  15/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｌ  11/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｍ   8/00    　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｌ  15/00    　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｌ  11/18    　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｔ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月29日(2009.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アノード側に燃料ガスが供給されカソード側に酸化ガスが供給されて電気化学反応によ
り発電する燃料電池の冷却システムであって、
　燃料電池スタックとラジエータとの間で冷媒を循環させる冷却流路と、
　冷却流路に対し燃料電池スタックに並列に設けられ、冷却流路の冷媒が分流される第２
熱交換器またはラジエータと、
　冷却流路に直列に配置される冷媒循環ポンプと、
　燃料電池のカソード側に酸化ガスを供給するガス入口及びガス出口に対し並列に配置さ
れる加湿器と、
　を備え、
　第２熱交換器は、酸化ガス供給用のガス圧縮器の冷却装置を兼ね、
　燃料電池は車両に搭載される車両用燃料電池であって、
　車室内の空調のための空調熱交換器が燃料電池スタックと並列に設けられ、冷却流路の
冷媒が分流されることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　加湿器は、冷媒循環ポンプの下流側で燃料電池スタックの上流側に配置され、
　第２熱交換器は、ラジエータの下流側であって冷媒循環ポンプの上流側から冷媒が取り
入れられることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　加湿器は、冷媒循環ポンプの下流側で燃料電池スタックの上流側に配置され、
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　第２熱交換器は、冷媒循環ポンプの下流側であって加湿器の上流側から冷媒が取り入れ
られることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項４】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　加湿器は、冷媒循環ポンプの上流側であってラジエータの下流側に配置され、
　第２熱交換器は、ラジエータの下流側であって加湿器の上流側から冷媒が取り入れられ
ることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　加湿器は、冷媒循環ポンプの下流側であって燃料電池スタックの上流側に配置され、
　空調熱交換器は、加湿器の下流側であって燃料電池スタックの上流側から冷媒が取り入
れられることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　加湿器は、冷媒循環ポンプの下流側であって燃料電池スタックの上流側に配置され、
　空調熱交換器は、ラジエータの下流側であって冷媒循環ポンプの上流側から冷媒が取り
入れられることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項７】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　冷却流路から第２熱交換器に冷媒を分流する分流流路の入口と出口の冷却流路上の位置
を切り換える分流位置切換手段を備えることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項８】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　冷却流路から空調熱交換器に冷媒を分流する分流流路の入口と出口の冷却流路上の位置
を切り換える分流位置切換手段を備えることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項９】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　冷却流路に直列に配置される冷媒循環ポンプを第１冷媒循環ポンプとして、
　冷却流路から分流された冷媒が流れる分流流路であって、空調熱交換器とヒータと第２
冷媒循環ポンプとを含む空調分流流路と、
　空調分流流路と並列に配置される循環流路と、
　空調分流流路について冷却流路と循環流路とに対する接続関係を切り換える空調分流切
換手段と、
　を備えることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項１０】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　空調分流切換手段は、
　空調分流流路と循環流路とが閉ループとなるように接続し、それぞれを冷却流路から分
離する閉ループ接続状態と、
　空調分流流路と冷却流路とを直接接続し、それぞれを循環流路から分離する直接接続状
態と、
　の間で接続関係を切り換えることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
【請求項１１】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　第２循環ポンプは、第１循環ポンプより低流量作動効率が良好なポンプであり、
　さらに、
　燃料電池の運転状態に応じ、第１循環ポンプの作動と第２循環ポンプの作動とを関連付
けて制御する手段であって、燃料電池が低負荷運転状態の場合に、第１循環ポンプの作動
を停止させ、第２循環ポンプで燃料電池スタックに冷媒を循環させるポンプ作動制御手段
を備えることを特徴とする燃料電池の冷却システム。
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【請求項１２】
　請求項１に記載の燃料電池の冷却システムにおいて、
　第２熱交換器は、ラジエータの上流側であって燃料電池スタックの下流側から冷媒が取
り入れられ、ラジエータの下流側であって燃料電池スタックの上流側へ冷媒を戻すことを
特徴とする燃料電池の冷却システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明に係る燃料電池の冷却システムは、アノード側に燃料ガスが供給されカソード側
に酸化ガスが供給されて電気化学反応により発電する燃料電池の冷却システムであって、
燃料電池スタックとラジエータとの間で冷媒を循環させる冷却流路と、冷却流路に対し燃
料電池スタックに並列に設けられ、冷却流路の冷媒が分流される第２熱交換器またはラジ
エータと、冷却流路に直列に配置される冷媒循環ポンプと、燃料電池のカソード側に酸化
ガスを供給するガス入口及びガス出口に対し並列に配置される加湿器と、を備え、第２熱
交換器は、酸化ガス供給用のガス圧縮器の冷却装置を兼ね、燃料電池は車両に搭載される
車両用燃料電池であって、車室内の空調のための空調熱交換器が燃料電池スタックと並列
に設けられ、冷却流路の冷媒が分流されることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、本発明に係る燃料電池の冷却システムにおいて、加湿器は、冷媒循環ポンプの下
流側で燃料電池スタックの上流側に配置され、第２熱交換器は、ラジエータの下流側であ
って冷媒循環ポンプの上流側から冷媒が取り入れられることが好ましい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
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　また、本発明に係る燃料電池の冷却システムにおいて、加湿器は、冷媒循環ポンプの下
流側で燃料電池スタックの上流側に配置され、第２熱交換器は、冷媒循環ポンプの下流側
であって加湿器の上流側から冷媒が取り入れられることが好ましい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、本発明に係る燃料電池の冷却システムにおいて、加湿器は、冷媒循環ポンプの上
流側であってラジエータの下流側に配置され、第２熱交換器は、ラジエータの下流側であ
って加湿器の上流側から冷媒が取り入れられることが好ましい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本発明に係る燃料電池の冷却システムにおいて、加湿器は、冷媒循環ポンプの下
流側であって燃料電池スタックの上流側に配置され、空調熱交換器は、加湿器の下流側で
あって燃料電池スタックの上流側から冷媒が取り入れられることが好ましい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、本発明に係る燃料電池の冷却システムにおいて、加湿器は、冷媒循環ポンプの下
流側であって燃料電池スタックの上流側に配置され、空調熱交換器は、ラジエータの下流
側であって冷媒循環ポンプの上流側から冷媒が取り入れられることが好ましい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、本発明に係る燃料電池の冷却システムにおいて、冷却流路から第２熱交換器に冷
媒を分流する分流流路の入口と出口の冷却流路上の位置を切り換える分流位置切換手段と
、を備えることが好ましい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、本発明に係る燃料電池の冷却システムにおいて、冷却流路から空調熱交換器に冷
媒を分流する分流流路の入口と出口の冷却流路上の位置を切り換える分流位置切換手段と
、を備えることが好ましい。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、本発明に係る燃料電池の冷却システムにおいて、冷却流路に直列に配置される冷
媒循環ポンプを第１冷媒循環ポンプとして、冷却流路から分流された冷媒が流れる分流流
路であって、空調熱交換器とヒータと第２冷媒循環ポンプとを含む空調分流流路と、空調
分流流路と並列に配置される循環流路と、空調分流流路について冷却流路と循環流路とに
対する接続関係を切り換える空調分流切換手段と、を備えることが好ましい。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、本発明に係る燃料電池の冷却システムにおいて、第２熱交換器は、ラジエータの
上流側であって燃料電池スタックの下流側から冷媒が取り入れられ、ラジエータの下流側
であって燃料電池スタックの上流側へ冷媒を戻すことが好ましい。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
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